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10） Robert J. Aumann, Agreeting to Disagree, in R. J. Aumann’s Collected Papers, Vol1, MIT Press 2000, pp. 593―
596.
11） より詳細な表は，次を参照されたし。鈴木啓司2013，「新たなる認識論理の構築9―共有知識の新定義（続き）
―」，名古屋学院大学論集（言語・文化篇）Vol. 24 No. 2 pp. 199―207.
12） たとえば，部分と全体の問題でいうと，集合論的な自然数では共通最小単位1を加算して構成されているため，
部分を見ても全体は分からない。だが，対数的自然数なら，100は 100 100＝1.04712854...という具合に，部分
が全体を表している。機械的な部分と全体の関係ではなく，有機的な部分と全体の関係が現れているといえま
いか。また，量的な変化ではなく，質的な変化をそこに見てとることもできよう。身体に根差す数学を考える
うえで，対数的数概念を推すゆえんである。
13）つらつら考えるに，これは結局，カントのいう純粋理性と実践理性にあたるのではないか，という気がしてきた。
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名古屋学院大学論集
「モノ」を認識する純粋理性は人間というフィルターがかかっているため，「モノそのもの」に触れることはで
きないが，人間という「モノそのもの」であることの実践理性は，その閉塞状況を打破する導き手となってく
れるのである。認識論はやはりカントに始まりカントに帰るという感があるが，ただ，筆者は，問題をさらに
深化させ，「モノそのもの」であることの実践論を語る言語ではなく，「モノそのもの」であることを体現する
言語を築きたいのである。
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